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北大文学部紀要 47-3 (1998) 

A.プラトーノフの作品における身体の部位の用例
(Il'チェヴェングールdl Il'土台穴dl Il'幸せなモスクワdl)

安藤 厚

久保久子

プラトーノフは 1920年代後半から 30年代にかけて文体の面で大きな変化

を見せている。本研究ではこの時期の作品から『チェヴェング-;レ~ (1926 

29)， W土台穴~ (1929-30)， W幸せなモスクワ~ (1932-36)を対象として選び，

テキスト・データベースを利用した分析を行った。『チェヴェングール~ W土

台穴』は島田陽氏によって既に電子化されたテキストを利用させていただい

た。『幸せなモスクワ』は今回初めて電子テキスト化を行った。

テキストは可eBeHryp//昂ωmOft06A. I-136paHHoe.-M.: MOCKOBCKI1訪問司

60可目前， 1988; KOTJIOBaH/ / flJlamOft06 A. B3blcKaHI1e []orl16wl1x: 口OBeCTI1.

PaCCKa3bI.日beca.CTaTbl1. - M.: III印刷園口pecc，1995; C四 CTJII1Ba兄MOCK-

Ba/ /HOBbI首 M叩. 1991， M9によった。解析ソフトはMicro-OCP(Oxford 

Concordance Program)である。論文中の引用は上記のテキストにより，

『チェヴェングール』からの引用は (LI.C.00)， W幸せなモスクワ』からの引用

は (M.C.00) と表記する。

1930年代のプラトーノフ作品は文体の面でそれまでの作品とは明らかに

違ってくる。全体の印象としては，描写が簡潔に，文章がわかりやすくなる。

作風そのものに変化が見られ，初期作品に見られた科学や哲学にとりつかれ

たような登場人物たちは姿を消し，主人公たちはより日常生活に密着した世
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界を生きている。

こうした作風はプーシキンに学んだものだという見方がある。 1これはプ

ラトーノフが1937年の論文『プーシキンはわれらが同志』で，それまで傾倒

していたゴーゴリやサルトゥイコフ=シチェドリンに否定的な態度を見せて

いることによる。

しかし『プーシキンはわれらが同志』については，プラトーノフのプーシ

キン賛美より，論文がJレナチャルスキーへの反論を核としていることを重視

する意見もある。この論文はプーシキン没後100年を記念して書かれた数多

くの論文の一つであり， A.エウドキモフは「プラトーノフは論文『プーシキ

ンはわれらが同志』でルナチャルスキーと議論しながら，本質的には，世界

と芸術の改造思想， A.A.ボグダーノフや A.B.lレナチャルスキーの思想、に熱

中していた 20年代の自分自身との議論に入っている」と主張する。2

ルナチャJレスキーは論文『アレクサンドlレ・セlレゲーヴィチ・プーシキン』

で F青銅の騎士』の中に，創造的社会性と個人主義的無政府主義という二つ

の原理の衝突を見出し，プーシキンはピョートルに創造的社会性，革命的性

質を与えており，たとえ思想的な誤りはあっても，社会的・進歩的・創造的

勢力と個人的要求との争いにおいて，前者に正当性を認めた点で正しかった

と述べているJこれに対しプラトーノフは『青銅の騎士』には一つの原理し

かないと反論する。

実際エヴゲーニーも「奇跡の建設者」だ。事実，どんな貧農にも可能な，しかし超

人には不可能な分野 他の人聞を愛するという分野で。く…〉プーシキンは小説中エ

ヴゲーニーよりピョートルを好んでいることはなしまたその逆もない。彼らは本質

的に，同じだけの力を持つ一一彼らは同じ生命の鼓舞された源泉から生じたのだ

社会と個人を対置し，前者の絶対的な優位を説く思想、は，かつてプラトー

ノフ自身のものであった。創造的社会性，世界改造，集団主義，科学技術一一

革命当時のプラトーノフは数多くの社会時評や論文を書いて，これらを唱導

しようとした。だが上の引用でプラトーノフははっきりと，社会と個人は同
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等のものであると宣言している。作家として作品を書き始めてから，彼はし

だ、いに，小さな個人の生活，近しいものへの愛，自然の営みなどを，かつて

の情熱の対象と「同じ生命の鼓舞された源泉」から生じたものとして描くよ

うになっていった。論文『プーシキンはわれらが同志』はプーシキンに関し

てより，むしろプラトーノフ自身が創作活動を通じてどう変わったかを示し

ている。彼はエヴゲーニーを「奇跡の建設者」としてピョートル大帝と並べ，

国家の建設と個人の生活に同じだけの価値を与えた。H.スカロンが成熟期の

プラトーノフの文体について r日常的経験の復権」という面の重要性に言及

している通りである。5

2 

では，具体的には何がどう変わったのか。これは非常に大きな研究テーマ

で，検討しなければならない問題は多いが，本論ではそれらうち，最近発表

された 11.スピリドノヴァの論文「アンドレイ・プラトーノフの芸術世界にお

ける人物描写』の中の，プラトーノフの 20年代の作品の主人公には外見の詳

細な記述がほとんどなく， 30年代の主人公は詳しい外貌の特徴を持つという

指摘に注目してみたい。6

この指摘を手がかりに， 20 年代末に書かれた『チェヴェングーlレ~， 29年

から 30 年にかけて書かれた『土台穴~， 30年代の『幸せなモスクワ』の三作

品について，主人公の外貌を形作る言葉，身体の部位を表す単語の用法を見

てみよう。表1は，それぞれの作品で身体の部位を表すさまざまな単語の使

用頻度をまとめたものである。

*表Iの各欄の上段は用例数，下段( )内は10万語あたりの相対使用頻度。 3仕

COpl1Haの欄は 4aCTOTHbIHc.nOBapb pyccKoro H3bIKa/口01lpell.刀.H. 3aCOpI1HoH. 

M.， 1977での数値，(N)の欄は 3aCOpl1Haのうち「文学的散文」分野の数値。7

まず累計を見ると w土台穴』と『幸せなモスクワ』では選択された単語の

75 



北大文学部紀要

表 1

qeBeHryp KOTJIOBaH 
C四 CT.

3acopHHa (IV) 
MOCKBa 

22 4 10 141 104 
BOJIOC (19.1) (11.5) (34.6) (13.3) (38.8) 

130 70 43 1，093 552 
rJIa3 (113.7) (200.7) (148.9) (103.5) (205.7) 

116 50 53 849 370 
rOJIOBa (100.7) (143.4) (183.6) (80.4) (137.9) 

22 3 3 47 19 
ropJIO (19.1) (8.6) (10.4) (4.5) (7.1) 

35 14 25 120 67 
rpy，llb (30.4) (40.1) (86.6) (11.4) (25.0) 

36 21 6 35 25 
AHBOT (31.1) (60.2) (20.8) (3.3) (9.3) 

26 9 8 68 34 
KOAa (22.6) (25.8) (27.7) (6.4) (12.7) 

122 72 63 745 365 
JIHUO (105.9) (206.4) (218.2) (70.5) (139.0) 

123 30 34 496 242 
Hora (106.8) (86.0) (117.8) (46.9) (90.1) 

14 2 2 139 96 
HOC (12.2) (5.7) (6.9) (13.2) (35.8) 

43 33 10 109 69 
pOT (37.3) (94.6) (34.6) (10.3) (27.6) 

237 79 37 1，596 610 
pyKa (205.8) (226.5) (128.2) (151.1) (227.3) 

15 9 3 135 84 
CllHHa (13.0) (25.8) (10.4) (12.8) (31. 3) 

16 9 7 6 3 
TyJIOBHlUe (13.9) (25.8) (24.2) (0.6) (1.2) 

12 3 4 129 76 
yxo (10.4) (8.6) (13.9) (12.2) (28.3) 

29 5 1 92 46 
we冗 (26.0) (14.3) (3.6) (8.7) (17.1) 

累計
998 413 309 5，790 2，762 
(866.4) (1180.0) (1065.5) (548.3) (1030.6) 

総語数 115千 35千 29千 1，056千 268千
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相対頻度が3acopHHaの「文学的散文」での相対頻度と非常に近い。個々の単

語にばらつきはあるが，総合すると身体各部の名称は，文学作品として平均

的な頻度で使われていると言えるだろう。それに対し『チェヴェングーJレ』

では，身体各部の名称が文学作品の標準と比べて低いことがわかる。

では『チェヴェングール』では人間の身体に対して注意が払われていない

のかというと，決してそうではない。 3acopHHaの「文学的散文」で「身体

TeJlOJという単語は調査語数27万語のうち羽田(相対頻度18.8)使用され

ているが，総語数が半分以下の『チェヴェングーノレ』では214回(相対頻度

185.8)も登場している。この言葉もやはり他の二作品のほうが頻度は高く，

『土台穴』では 76回(相対頻度218.0)，~幸せなモスクワ』では 73 回(相対

頻度 252. 7)であるが~チェヴェングーノレ』の頻度でも文学作品としては異

例の頻度と言える。8

3 

多くの研究者が，身体に対するプラトーノフの特別な態度について指摘し

ている。例えばc.セミョーノヴァは「プラトーノフの身体に対する態度は驚

くべきものだ。人間のただ一つの統一された構造物として，身体は神聖なも

のである」と述べている。9プラトーノフにとって身体性の問題は重要なテー

マの一つなのだ。また T. セイフリドによれば~チェヴェングーノレ』では身

体の所有という問題を考える登場人物たちの自意識が際立つている。 10では

なぜ『チェヴェングール』では身体各部の名称がそれほど使用されないのだ

ろう。

ここで興味深いのが~チェヴェングール』での「首山e冗J ，-喉ropJloJとい

う単語の使用頻度だけが他の二作品や 3acopHHaの「文学的散文」での数値を

ともに大きく上回っていることである。これは~チェヴェング-;レ』の登場

人物たちが人間の魂は喉にあると考えているためのようだ。

「ドヴァイロの奴はついで、に魂を首から叩き出してやったぜ!J ビューシャが言った。
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「それでいい。魂つてのは喉にあるからな!Jチェプルヌイは思い出した。「どうして

カデットの奴らが俺たちの喉を吊るんだと思う? それがまさに，魂を縄で焼くため

さ。そうすりや本当に完壁に死ぬってわザだ! でなきゃ墓を這い出てきちまう。人

間を殺すってのは大変だよ!J (4.C.231) 

魂はどこにあるのかという話題は『幸せなモスクワ』でも繰り返され，登

場人物たちは人体解剖まで、行って，その場所を腸の中と特定する。プラトー

ノフの身体に関する思考の中心には，身体と魂のあり方，その関わりがある

ようだ。なかでも『チェヴェングール』では作品中に「魂の官官」なるもの

が登場する。「魂の官官」とは，考え行動する主体としての人格とは別に存在

し，常に己の行動を冷静に観察している人間の意識である。「門番Jr観察者」

「守護の天使」とも呼ばれている。

彼の理性は身体の媛かさによってどこか外へ追い出され，一人ぽっちの憂穆な観察者

となってそこに留まるだろう。

古き信仰はこの追われた弱い意識を守護の天使と呼んでいた。ドヴァノフはまだこの

意味を覚えており，生きている人間のむっとする闇から寒さの中へ去っていく守護の

天使を憐れんだ (4.C.123)。

理性が身体から追い出され，人を見守る守護の天使，魂の官官となる。こ

の時，人の身体は「暖かさ」や「闇」としてとらえられる。このように『チェ

司ヴェングーノレ』では，作者の「身体」に関する思考の多くが，身体そのもの

より身体と意識，身体と魂とのかかわりという観念的なレベルで行われてい

ると言える。

『チェヴェングーJレ』が執筆された頃ソビエトでは旧ロシア文学の宗教・観

念論的原理への徹底した攻撃が始まっていた。まず、槍玉に上がったのはドス

トエフスキーだった。それにもかかわらず~チェヴェング-}レ』はドストエ

アスキー諸作品のモチーフに満ちており，ブヨードル・ドストエフスキーと

いう名の人物さえ登場する。これに関して H. コルニエンコは~チェヴェン

グール』の創作は「何よりもまず文化に精神的観念的垂直軸を再建しようと
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する試み」であると論じている。 11

執筆の動機に観念的な原理の復活があったとすれば，-身体」に異例の関心

を見せながら身体の各部に特別な関心が見られないのは，作者が登場人物の

動作や外見の特徴よりその思想を描くことに力を費やしているためと理解で

きる。外貌の詳しい描写がないというスピリドノヴァの指摘についても同じ

ことが言える。

4 

では『土台穴』で身体各部の名称が挙げられることが多くなったのはなぜ

か。作者が登場人物の動作や外見の特徴を描くようになったのは，何に起因

するのか。原因のーっとして，この作品が創作の初期の段階で映画シナリオ

だったという事情が考えられる。

プラトーノフが戯曲に手を染めたのは 1928年のことで，内容は明らかでは

ないが w僻地の馬鹿者たち』という作品が文学の夕べで朗読されたという記

録が残っている。同年 w砂の女教師~ wエピファニの水門』の二作品をシナ

リオ化している。また『チェヴェングール』出版のために奔走していた噴，

プラトーノフはゴーリキーから，作品の一部をモスクワ芸術座のための喜劇

に仕立てるか，まったく新しい喜劇を書いてみるようにという助言を受けて

し3る。

1991年「新世界」昔、第1号に，プラトーノフの未発表原稿のーっとしてr機

関士』という映画シナリオ概要が発表された。内容は以下のようなものであ

る一一発電機の整備をしていた主人公が機械をオーバーヒートさせてしまっ

たために勤務をとかれて機関士になる。彼は立ち寄ったコルホーズ「基本路

線」で一人の貧農を拾う。コルホーズは，沼沢地に苦しんでいるのに，-活動

分子」のいいかげんな指示のもとでまったく気力を失っている。主人公の工

場は超過自主労働で掘削機を作り，運河を掘ってコルホーズの土地を干拓し，

「活動分子」は富農もろとも筏で}IIへ流される。

一見して明らかだが w機関士』の筋立ては『土台穴』と酷似している。ま
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たこのシナリオ概要は <<COBKI1HO>)社のために書かれているが， <<COBKI1HO>)社

には『機関士』に関する資料が残っていない。そのためコルニエンコは'1929

年 12月に『機関士』を脱稿した後，プラトーノフはこのテキストを『土台穴』

に利用した可能性がある」と述べている。 12

上記の表1に見られる『土台穴』の特徴はコルニエンコの推測を間接的に

裏付けていると言える。『土台穴』では身体部位の名称の使用頻度が『チェヴェ

ングール』に比べて高くなっている。これは登場人物たちの外見や具体的な

動きが意識されていることを示している。『土台穴』では特に，JII1l¥O顔J'rJIa3 

目J 'POT口J ')j(I1BOT腹」の使用頻度が非常に高い。「腹」に関しては，ナー

スチャが母親やチークリンの腹を枕にして寝るという設定があるが，顔」や

「目」や「口」については使用頻度が高くなるような作品のテーマの上の要素

は特にない。「目」と「口」が数多く言及されるのは，登場人物たちに顔の表

情があることを示しているが，両作品の執筆時期は非常に近しこのような

違いが現れる特別な理由は見当たらない。変化の原因には w機関士~=W土台

穴』には映画シナリオとして構想された時期があったため，小説化の段階で、

もより視覚的な作品となったことが考えられる。

5 

一方『幸せなモスクワ』にはどのような特徴があるだろうか。まず 'rOJIOBa

頭」という語の使用頻度が三作品中最も高い。また，rpY.lLb胸」の使用頻度も

他の二作品の二倍以上になっている。それに対して 'PYKa手」の使用頻度は

他の二作品の二分の一余りでしかない。

プラトーノブの作品では，手」は単なる身体の一部ではなく，象徴的な意

味を持つことが多い。例えば『疑惑を抱いたマカール~ (1929)の主人公マカー

ルは「賢い手にからっぽの頭」と紹介される。「手」は「頭」に象徴される頭

脳労働や知識人，官吏などに対抗する，労働者のシンボルとして現れ，同時

に知識・理性に対立する直感・感性・心性などを象徴する。『チェヴェング-

1レ』では，頭と手は次のように対比されている。
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…paHb山 eOHH rOJIbIMH pyKaMH pa60TaJIH H 6e3 CMbICJIa B rOJIOBe…(児C.141) 

これまで彼らは裸の手で働き，頭には意味がなかった……

rpaMOTHbIH yMOM KOJIJlyeT， a HerpaMoTHbIH Ha H巴ropyKOH pa60TaeT (可.C.147).
学のある奴は知恵で惑わすが，学のない奴は手で知恵に働きかける。

『土台穴』には「頭」と「手」が直接対比される例はないが，-手」という

語の使用頻度が高いのは，やはりこの作品が土台穴を掘る労働者たちの物語

であることと関係があるだろう o

6 

ここで各作品で登場人物たちがどのような手をしているかを見ょう。三作

品で pyKaとその変化形を定語または述語とする形容詞は次の通りである

(形動詞を含み，所有代名詞は除く。出現回数2回以上の場合のみ回数を記

す)。

ベeBeHryp>}(92) 

BOOpy悶 HHbI抗(6)，JIeBb削6)，TIpaBb削5)，60JIb山O員(4)，別BO首(2)，凋CKOBb削2)，

Has， e)¥{ HbI首(2)，xys，O員(2)，四 CTb削2)，6es，HHUKI1H， 6e町C口no山a叫且H出bI而抗札， B叩pa)l悶CK目

rOλbI抗， rOp5I可I1H，rpy6bIH， rp5I3HbI良， ry6I1TeJIbHbIH，且epHyTbI抗， s，JII1HHbIH， s，ocak 

HbII1， s，po)¥{aw，I1I1， )¥{eHCKI1I1， )¥{I1JII1CTbII1， 3s，OpOBbII1， I13yBe可eHHbII1， I1CTIOp可eH-

HbI員， KpoBaBbIH， JIl1xopas，o可HbI員， λぬ60BHbI札 MaJIeHbKI1抗， M兄rKI1九 Has，.λe)¥{a-

山目前， HaJII1TbI首， Hes，06pbI長， HeTII1C可凶， HeCMeJIbI首， HeyBepeHHbI員， 06BI1CU1l1凡 06e3司

s，OJIeHHbI員， 06HI1MaBWI1首 06山叩HbI負 OTIbITHbI札 OTpeKalO山目前C兄， OTpOC-

山日抗， TIOs，H兄TbIH，TIOpOs，I1CTbI首，日OCTOBOH，TIOTHbI首， TIpI1BbIKl日目白， npOT兄HyTbI凡H山e-

HJ1llHbI首， pa60T兄UJ.I1員， pa60可日首， paCKI1HyTbI訪， paCCTaBJIeHHbI首， p030BbI抗，

CBaJII1B山目前C5I， CBOHCK目前 COBeTCK目前 CTIOC06HbIH， CTapbI九 cyKoBaTbI首，

cyxo首， CqaCT JII1BbI首， TeTIJIbI抗， ymeTeHHbIH， yXBaTI1CTbIH， QeJIOBeqeCKI1H， 

QeCTHbI首， QI1CTOTIJIOTHbI負
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占 OTJIOBaH>)(18) 

BeJII1KI1I1， BepHbIl1， BTOpOI1， rop問問， .llJII1HHbIl1， .llpyrol1， AeJIe3HbIl1， 3aHeMor-

山11M，JIeBbI員， MOλ兄凹目前C冗， HerpOMKH員， 0TBbIKW凶， OXJIa且eB山目前， paBHO.llywHbI凡

pa3BI1TbIl1， TepfleλHBbIl1， TOHKHI1， Tpy且兄IlI，HI1C冗

(<Ct.IaCT JIHBa冗 MOCKBa>)(9) 

60品山0員(2)，ro且HbI首， JIeBbI泊，J悶{aB山凶， or町1山1以l府悶悶e臼印H問凹f丑H貼刷f也b凪 OT叩pO凹Cl凹山日印聞11叫f

TBep且bI抗

一見して wチェヴェングール』における「手」の形容が多彩であることが

わかるだろう。これを見る限り wチェヴェングール』の「手」は武器を持つ

もので，痩せてはいても大きくて頼りがいがあり，右と左の区別があるらし

い。また「善良でないJ i抑圧されたJ i誠実な」といった性質が与えられて

いる。本来精神を持たないものに精神的な性質を表す形容調がつくことが多

いのはプラトーノフの作品全体に共通の特徴で，特に「手」に限らないが，

他の作品と比較して wチェヴェングール』の「手」は精神性を強く持ってい

ると言える。一方『幸せなモスクワ』の「手」はあくまでも肉体の一部であ

るようだ。

また『チェヴェングール』では手のやわらかさ，あたたかさは生命力を象

徴し，主人公のアレクサンドルや処刑されるザヴィン=ドヴァイロは，いずれ

も自分を殺そうとする者の手を求める。また虐げられた暮らしで思考能力が

死んでしまった子沢山の農夫プロホル・アブラーモヴィチに人生を続けさせ

ているのは，子供たちの手である CLJ:.c.40， 104， 230)。

『チェヴェング-}レ』でも w土台穴』でも，登場人物たちは革命前に生ま

れ，満足な教育を受けていない。そのため，頭脳労働者に対して漠然とした

不信感を持っている。一方『幸せなモスクワ』では，登場人物たちは新しい

若い世代に属し，主人公のモスクワがパラシュート降下のインストラクター

だ、ったのをはじめ，外科医，発明家の技師など高度な教育を受けた者たちで

ある。そのために，良くも悪くも教育のないことを象徴する「手」の登場回

数が減り i手」の担っていたその他の象徴的意味は別の単語に移ったと考え
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られる。

7 

『幸せなモスクワ』で使用回数の多い「頭」と「胸」は，いずれも登場人物

の一人，外科医のサムビーキンが手術を施した箇所である。彼は脳腫壌の少

年を担当し，また次のような不死の研究を行っている。

死は，身体を駆け抜ける際に，予備の圧縮された生命の封印を解き，その生命は最後

に的を外れた射撃のように人間の中で響き渡り，人間の死んだ心臓に不明瞭な跡を残

していく……だがこの物質は，エネルギーの点で最も高価で貴重なものだ(M.C.33)。

サムビーキンは死んだ子供の心臓からこの物質 I予備の圧縮生命」を取り

出し，炭鉱事故で重症をおったモスクワに注射する。サムビーキンは作品の

中で三度，死体の胸を聞いて心臓を取り出している。だが彼の研究とは関わ

りないところでも I胸」はやはり「心臓のあるところ」である。

…OT Ha6JIIO.lleHHH 06JIaKOB H npOCTpaHCTBa B rpY.llH MOCKBbI Ha可HHaJIOCbcep.llue6He-
HHe... (M.C. 10) 

雲と空間を見ていると，モスクワの胸で心臓の激しい鼓動がす台まった……

…60)j(KO C品 IWaJI6HeHHe C巴P.ll日aMOCKBbI I1BaHoBHbI B ee 60JIb山oiirpY.llH... (M.C. 
12) 

ボシコはモスクワ・イヴァノヴナ[チェスノヴァ一一訳者注]の大きな胸に心臓の鼓

動を聞いていた・・・...

…n06JIeKJIa OT CJIa60CTH CBOerO cep且ua，C)j(aBWerOCH ce白qacB ee rpY.llH... (M.C. 
29) 

心臓に力がなく彼女は青ざめた。心臓は今や彼女の胸で締めつけられ……

…HO池山JIayToMHTeJIbHO， KaK O.llHoo6pa3Hblii CTYK cep.llua B HeCqaCTHOii rpY.llH (M. 
C.39). 

夜は不幸な胸にある心臓の単調な鼓動のようにだらだらと過ぎて行った。

I cep.lLue心臓/心」という単語の使用回数は， 3aCOpHHaの文学的散文では
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116回(相対頻度43.2)であるのに対し，プラトーノフでは rチェヴェングー

ノレ~ 95回 (82.5)， r土台穴~ 27回 (77.4)， r幸せなモスクワ~ 92回 (318.7)

である。三作品とも cep.lLueの使用頻度はかなり高く，プラトーノフの作品世

界でこの単語が重要な位置を占めていることがわかる。なかでも『幸せなモ

スクワ』の数字は突出している。

『幸せなモスクワ」では cep.lL聞から「予備の圧縮生命」が取り出され rチェ

ヴェングール』の pyKaに代わる生命力のシンボルの役割を持つと思われる。

また『幸せなモスクワ』の cep.lLueは 'YM知性」の対立項にもなっている。

「心」が知性に対立するのはごくあたりまえの，普通のことだが，それが心臓

の外科手術に直接結び、つく。

二日目の夜サムビーキンは死んだ、子供の心臓 (cep.llu:e)と首のリンパ腺を摘出し，そ
れから秘密の懸濁液をつくってチェスノヴ、ァ[主人公モスクワーー訳者注]に注射し

た。彼は今やほとんど眠れなかったので，夜明けまで町をさ迷い歩き，朝には病院で

死んだ少年の母親を迎えた一一息子を葬るために引き取りに来たのだった。サムビー

キンは母親と共に出かけ，必要なことをあれこれ手伝ってやり，昼過ぎには馬車の後

ろを，震えている痩せこけた女と並んで歩いていた。馬車には空っぽの胸をした少年

が枢に横たわっていた。これまで知らなかった，奇妙な人生が彼の前に開けた一一悲

しみと心(cep且u:e)，思い出の人生，慰めと愛するものを必要とする人生である。この
人生は，知性 (YM)と熱心な仕事の人生と同じように偉大だったが，もっと静かなも

のだった (M.C.43)。

死んだ少年の cep.lLueによって，知性と熱心な仕事の人生」しか知らな

かったサムピーキンに cep.lLueの人生が聞ける。サムビーキンのとまどいは

「空っぽの胸J，比目前ではなく心臓を摘出されて文字通り空になった少年の胸

部として現れる。

また『幸せなモスクワ』では，TeJIOとcep且ueが対になって現れることも多

しユ。

...CKOJIbKO MbICJIH 日可yBcTBaHa.110 H3iHaTb H3 CBoero TeJIa H cep且u:a…(M.C.24) 
どれだけの思考と感情を自らの体と心から追い出さねばならないか……
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…TeJIO ero yCTaJIO 3a JleHb， r JIa3a llo6eJIeJIH， HO C巴PJlueero 6beTCH paBHOM巴pHO...
(M.C.11) 
この一日で、体はへとへとになり，目はかすんだが，心臓は同じリズムで打っておりー

…C yBJI巴可eHYleMOllHCbl回目 TeJIOH cep且ueHOBOrO可町OBeKa...(M.C. 13) 
夢中になって新しい人間の体と心を描写し…

My'-leHbe JIKl6BH K 4ecTHoBo白 MOCKBecpa3y 3aHHJIOCb BO BceM ero TeJI巴 H

cepJl目… (M.C.25) 

チェスノヴァ・モスクワへの愛の苦しみは即座に彼の体と心のすべてをとらえ……

11 JlbllllaJIa CTellb B HCTOMe cep，/¥ueM THXHM， TeJIOM rOJIbIM... (M.C. 35) 

そしてステップは静かな心と裸の体で息づき……

…paJlyHcb， '-ITO eti Bce 3JleCb llOJlXO且HT- K ee TeJIY， cepJlUY H cBo6oJle (M.C. 16). 
ここではすべてが彼女に，彼女の体，心，そして自由にふさわしいことを喜びながら。

このような例は『土台穴』には一件もなく Fチェヴェング-}レ』では三件

にとどまっている。『幸せなモスクワ』が『チェヴェング-}レ』の四分のーほ

どしかないことを考えれば， cep.lLueの「体」に対置される「心」としての意

味が F幸せなモスクワ』の中でいかに強調されているかがわかる。『チェヴェ

ングール』では，体の一部でありながら体に対立する精神性を表すという役

割を主に pyKaが担っていたが F幸せなモスクワ』では cep.lLueという，おそ

らくこういう場合に標準的な語が使われている。『土台穴』では rOJIOBaと

pYKa，TeJIOとcep且聞などの顕著な対比は見られない。このようなレトリック

が少ないことも，映像芸術として構想されたことと関係があると思われる。

* * * 

プラトーノフの作品のうち 1920年代後半から 30年代に書かれた三作品

『チェヴェングール~ F土台穴~ F幸せなモスクワ』について，身体各部の名称

が作品中に現れる頻度を調べた結果 Fチェヴ、エング-}レ』に比べ『土台穴』

と『幸せなモスクワ』でその使用頻度が高いことが確かめられた。『土台穴』

に関しては，この作品が映画シナリオから作られたことがその原因ではない

かと思われる。
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ここから一歩進んで， 30年代にプラトーノフの文体が変化した原因につい

て一つの仮説を立てることができるかもしれない。映画シナリオとして構想

されたことが個々の作品の特質に影響を残しただけでなく，プラトーノフが

このジャンルに手を染めたこと自体が，作家の創作技法全体に影響を及ぽし

ている可能性がある。プラトーノフは戯曲・シナリオを書くようになってか

ら，書かれたもの，対象の具体的な形状や動き，性質などをより意識するよ

うになったのかもしれない一一むろんこれを立証するにはさらに分析対象を

広げ，考察を深める必要がある。

我々の仮説は別にしても，プラトーノフの戯曲・シナリオはこれまであま

り省みられなかった分野であり，基礎的な研究を必要としている。このジャ

ンルが今後のプラトーノフ研究の鍵になることは疑いない。

*本稿は平成9年度リサーチ・アシスタント (RA)経費によるプロジェクト

<20世紀ロシア小説の文体の計量的研究>(研究代表者:安藤厚)の成果の一

部である。プロジェクトの立案，技術面の指導を安藤が行い，本論文の執筆

は久保が担当した。

、王

1 CfaJl.Maee B. TBOp'1eCKHH nyTb H XY1l0)!(eCTBeHHOe HOBaTOpCTBO AHllpe51 f1JIaTOHO-
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XI1CaKO KY50 

Yf10TPEEJ1EHI1E CλOB， HA3bIBAIOlllI1X QACTI1 TEJ1A， 

B f1P0I13BE，UEHI17IX A. f1J1A TOHOBA 20開X-30-Xrr. 

((<可EBEHryp，)， (<KOT刀OBAH，)， (<CQACT刀I1BA只MOCKBA，))

ABTOPOM ，lLaHHO前CTaTbl16bIJIO npOBe，lLeHO CTaTl1CTWleCKoe I1CCJIe，lLOBaHl1e 

ynoTpe6JIeHI15! B (<恥BeHrype，)(1926-29)， (<KOTJIOBaHe，) (1929-30)日(<OIaCT-
JII1BO抗MOCKBe))(1932-36) CJIOB， Ha3b!BmOUmX tIaCTI1 TeJIa， MeTO，lLOM 9JIeKT-

pOHHO抗o6pa60TKI1TeKCTa. 

KaK OTMellaeTC兄 B pa60Tax JII1TepaTypoBe且OB，B np0l13Be且eHI1兄X 20・x

rO，lLOB日JIaTOHOBHe且aeTnO，lLp06HOro OnI1CaHI15! BHeWHOCTI1 repoeB， B TO BpeM兄

KaK B ero TeKCTax 30・x rO，lLOB no冗BJI5!ωTC冗 nopTpeTbl(11. Cnl1pl1，lLOHoBa). 
I1cxo，lL兄 113 9TOrO， Mbl aHaλ11311pOBaλ11 ynoTpe6JIeHI1e CJIOB， Ha3b!BalOLUI1X 

可aCTI1TeJIa. B pe3yJIbTaTe Bbl兄CHI1JIOCb，可TOB ueJIOM OTHOCI1TeJIbHa兄可aCTOT-

HOCTb ynoTpe6JIeHI1兄 oT06paHHblXHaMI1 CJIOB B (<4eBeHrype，) HI1)!{e， lleM B 

OCTaJIbHbIX np0l13Be，lLeHI1兄X，XOT5! CJIOBO (<TeJIO') ynoTpe6JI兄eTC5!B (<4eBeH司

rype))可pe3BbIllatiHollaCTO. 日O，lLClleTynoTpe6JIeHI1兄 CJIOB(<rOpJIO昨日 (<we兄，)，

KOTopble兄BJI兄IOTC兄(<COCY，lLOMlleJIOBelleCKO詰，lLYWI1')， HaBO，lLI1T Ha MbICJIb， llTO 

B (<4eBeHrype，) l1，lLe兄(<TeJIa))HanpaBJIeHa Ha COOTHOWeHl1e TeJIa 11 C03HaHI15!. 

日pl1aHaJII13e nOBeCTI1 <<KOTJIOBaH') Bbl兄CHI1JIOCb，可TOllaCTOTHOCTb yno・

Tpe6JIeHI15! CJIOB (<四日0') (<pOT)) 日 (<rJIa3') HaMHOrO BbIWe，可eM B ，lLpyrl1x 

np0l13Be且eHI1兄X. 3TO 03HallaeT， llTO y repOeB eCTb占l1ua11 aBTOp I1X BI1，lLI1T. 

Ka)!{eTC5!， 3，lLeCb I1MeeT HeMaJIOe 3HalleHI1e TO，可TOpaHHl1ti Bapl1aHT nOBeCTI1 

<<KOTJIOBaH') 6bIJI 3a，lLyMaH B )!{aHpe CueHapl1兄.

4TO KaCaeT四 pOMaHa(<C咽 CTJII1B担 MOCKBa，)， TO四 CTOTHOCTbynoTpe・
6JIeHI1冗 CJIOBa(<rpY，lLb') B ，lLBa pa3a BbIWe， lleM B OCTaJIbHblX np0l13Be，lLeHI1兄X，

a CJIOBa <<pYKa，) - 60JIee， lleM HanOJIOBI1Hy. 日pl1MepbIynoTpe6JIeH阻 CJIOBa
(<rpY，lLb)) nOKa3b!BalOT， llTO B (<CllaCTJII1Boti MOCKBか rpy，lLb Bbl，lLeJI5!eTC兄

aBTopOM B Onl1CaH1111 repOeB KaK MeCTO， r，lLe HaXOλ阿TC冗cep，lLue. 日 B9TOM 

np0l13Be，lLeHI1I1 CJIOBO (<cep，lLue)) I1MeeT TO CI1MBOJIl1lleCKOe 3HalleHl1e， KOTOpbIM 

B (<4eBeHrype))日 (<KOTJIOBaHe，) Ha，lLeJIeHO CJIOBO (<pyKa川 T.e.CI1MBOJII1311pyeT 

llyBCTBO， I1HTyI1UI1IO， )!{113Hb 11 T .，lL. 

B npouecce aHaJII13a CTaHOBI1TC兄BI1且HO，llTO 03HaKOMJIeHI1e TIJIaTOHOBa CO 

CueHl1lleCKI1M )!{aHpOM CblrpaJIO HeMaJIylO pOJIb B 113MeHeHI111 ero CTI1JI冗.

)KaHpbl nbeCbI 11 CueHapl111 6y，lLyT Kλぬ可OM K 且aJIbHeti山eMy nOHI1MaHl11O 

xY，lLO)!{eCTBeHHoro Ml1pa日JIaTOHOBa.
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